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 中学校数学科と英語科における教科横断型授業の可能性 
－CLIL を取り入れた「説明する」活動を通して－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 中等教科教育分野 矢崎優斗 

 
1．．ははじじめめにに 
1-1．．研研究究のの動動機機とと目目的的 
国立教育政策研究所が実施した令和 6 年度の

全国学力・学習状況調査（中学校／数学）では，

石油ストーブを弱モードまたは強モードで使う

場面で，18L の灯油を使いきるまでの時間の差

を予想する問題が出された。石油ストーブを使

う時間を𝑥𝑥分，灯油の残量を𝑦𝑦L として，𝑦𝑦を𝑥𝑥の
1 次関数とみなすことと，弱モードと強モードの

2 つの式，グラフはいずれも問題に掲載されてい

る。そのうえで，2 つの式，またはグラフを利用

して前述の時間の差を予想する方法が記せれば

正答になる。準正答を含めた正答率は 17.7%であ

ることから，事象を数学的に解釈し，問題解決の

方法を数学的に説明することに課題があること

を報告書で記している。 
また，令和 5 年度の調査問題（中学校／英語）

では，話すことの問題の正答率がいずれも 20%
未満であり，学習した単語や文法，表現などを，

日常のやり取りの場面に活用することに課題が

あると報告書で記されている。以上 2 つの課題

には，「既習事項を生かして，言語化して説明す

ることに課題がある」ことに共通点が見られる。 
続いて，実習校（山梨県内の公立中学校）が使

用する『Sunshine 2』（開隆堂）では，比較級の単

元末で英語母語話者の中学生と省エネの取り組

みについて説明し合う場面が示されている。そ

の中学生の吹き出しに，「We bought a new fridge. 
It needs less electricity than the old one.」といった

文章がある。たしかに単元の重要文法である比

較級が使われているものの，新しい冷蔵庫が古

いものより電気を必要としない根拠や消費電力

量の具体差が示されていない。そのため，話し手

 
1『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説外国語

編』，文部科学省，9 頁 

としては説得力が不足する。しかし，中学校段階

で「1600～1800 語程度」1の語彙習得を想定され

るなかで，説得力不足を改善した説明を生徒に

追求するのは困難である。 
そこで，説明の根拠付けとして 1 次関数のグ

ラフが利用できると考えた。実習校が使用する，

『新編 新しい数学 2』（東京書籍）では，単元

「1 次関数」の後半で，1 次関数のグラフを利用

してカーフェリーとジェットフォイルがすれ違

う回数を予想する場面が示されている。この，グ

ラフを利用することを，英語で省エネの取り組

みを説明するアウトプット活動に応用する。聞

き手にグラフを見せながら，グラフから読み取

れることを説明することで，省エネだという事

実と根拠を伝えることができ，聞き手を納得さ

せることができる。重要となるのは，1 次関数の

グラフを用いて説明できるようにすることであ

る。したがって，作ったグラフから日常の場面に

即した情報を読み取り，言語化できることが必

要である。これは，中学校学習指導要領で記され

ている，「1 次関数を用いて具体的な事象を捉え

考察し表現する」2ことで，育成したい「思考力・

判断力・表現力等」の 1 つである。 
本研究では，中学校英語科における比較級の

学習に CLIL（内容言語統合型学習）を導入し，

聞き手に説明する活動に 1 次関数を利用する。

ここで，次のことを仮説立てする。英語科にとっ

ては，中学校第 2 学年段階での英語で聞き手に

伝える力が数学的に表現されたもので補強され

る。また，数学科にとっては，日常の事象の 2 つ

の数量を 1 次関数とみなして，グラフに表現す

るだけではなく，グラフから読み取れることを

言語化する必要性が生まれる。本研究の目的は，

2『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説数学

編』，文部科学省，119 頁 
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以上の仮説を検証し，1 次関数と比較級を組み合

わせることの効果を分析していくことである。 

1-2．．研研究究のの方方法法 
CLIL を用いた研究授業を令和 7 年 9 月 30 日

（火），10 月 1 日（水），10 月 2 日（木）に，実

習校第 2 学年 2 組で行った。英語科教師が担任

する学級である。授業実践の際にはビデオ撮影

をして映像を記録し，板書を写真撮影して記録

した。また，本時で用いた生徒の学習シートをす

べてスキャンし，画像データとして記録した。

（撮影した写真，映像，スキャンデータはすべて

削除済み）授業実践の考察を，映像と板書，スキ

ャンデータのほか，映像をもとに起こしたプロ

トコルをもとに行う。なお，単元の関係上，研究

授業の前後にも実践をした。CLIL の実践が研究

授業にあたる。（表 1）

表 1 授業実践日と内容項目 

1-3．．CLILととはは 
Content and Language Integrated Learning の略称

で，言葉の教育と内容の教育を統合して行うこ

とによって，双方の学びを豊かにすることをね

らった教育アプローチである。日本語では「内容

言語統合型学習」とも呼ばれる。「4 つの C 
(Content, Communication, Cognition, Community/ 
Culture の頭文字より)」が主な特徴である。和泉
3は 4 つの C について次のように説明している。 

Content は扱う内容のことで，他教科の学問分

野を扱うこともあれば，英語教科書の中で現れ

るさまざまなトピックを掘り下げることもある。 
Communication は，言語知識とそれを扱うスキ

ルのことである。「学習の言語」，「学習のための

言語」，「学習を通しての言語」で整理される。「学

 
3 和泉伸一，『実践例に学ぶ！CLIL で広がる英語授

業』，大修館書店，2024 

習の言語」は単元の重要語句や文法項目，「学習

のための言語」は英語を使って活動したり学ん

だりする際に必要となる英語表現，「学習を通し

ての言語」は授業で内容について考えを深め，自

己表現するときに自然に使われる英語のことを

指す。 
Cognition は，思考力や認知能力のことを指す

が，「理解や記憶，応用」といった低次思考

（LOTS）だけでなく，「分析，評価，創造」と

いった高次思考（HOTS）を伴うものである。

池田4はこの思考段階の違いをピラミッドで表

現している。（図 1） 
 Community (Culture)は，言葉を駆使して内容

を理解し考える場としての共同体を表す。共同

体は広くは世界となるが，教室や学校といった

日常（身の回り）の共同体も考えられる。池田 

4 池田真ほか，『CLIL 上智大学外国語教育の新たなる

挑戦』，上智大学出版，2011 

日付 数学 英語 

9/25 
飲み物をいつまで冷たく保てるのか予想す

る。－時間（分）と温度（℃）－ 
比較級の用法を理解し，身近なものを比べる。

（実習校の英語科教師が実践） 

9/29 
富士山七合目の気温を予想する。 
－標高（km）と温度（℃）－ 

as ~ as …の用法を理解し，身近なものを比べ

る。（実習校の英語科教師が実践） 

9/30 
CLIL の

実践 

エアコンを使う時間と累積消費電力量の関係を 1 次関数とみなしてグラフで表現

する。－時間（分）と電気量（kWh）－ 
10/1 ALT に，省エネの取り組みについて説明する。－準備－ 
10/2 ALT に，省エネの取り組みについて説明する。－説明，振り返り－ 

10/2 
長方形内の三角形の面積の変化を 1 次関数で

表現する。 
－点 P が動く距離（cm）と面積（cm²）－ 
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図 1 思考の分類のイメージ 

はその共同体の違いを円の大きさの違いで表現

している。（図 2） 

図 2 Communityの概念 

2．．研研究究授授業業のの実実践践 
2-1．．実実践践のの計計画画 
((11)) 授授業業やや生生徒徒のの実実態態  

① 数学 

立てた式の処理やグラフをかくことを重視し

た授業が多かった。そのため，文章や発話によっ

て他者に表現したり，多様な考えを理解したり

する機会は少なく見えた。 
② 英語 

前の単元までに，スペルミスが目立つ生徒が

数名見受けられた。ペア活動は比較的活発に行

われており，教師の指示もよく通っているよう

に見えた。 
((22)) CLIL のの 3 時時間間実実践践ののねねららいい  

学校で取り組んでいる省エネ対策について，

その取り組みが省エネである根拠を 1 次関数の

グラフを利用して考え，自分なりの言葉や方法

で ALT に伝える。 

((33)) CLIL とと教教科科ととのの関関連連  

① Content（内容） 

(i) 数学 

20℃設定と 26℃設定において，エアコン（冷

房）使用時の時間と消費電力量の関係をそれぞ

れ 1 次関数のグラフで表し，そのグラフから読

み取れることを書いて言語化する。 

(ii) 英語 

ALT にエアコンの設定温度が 20℃より 26℃
のほうが省エネであることを，比較級を用いな

がらその根拠を含めて伝える。 

② Communication（言語） 

1-3で述べた 3 つの言語を表にした。（表 2） 
学

習

の

言

語 

・SDGs に関する語彙 

without /energy /electricity /air conditioner 
/air circulator /eco-friendly / expensive / 
starting power（起動電力）  
・1 次関数に関する語彙 

linear function（1 次関数）/ 

𝑥𝑥 coordinate（𝑥𝑥座標）/graph（グラフ）/ 

straight line（直線）/constantly（一定

に）/ increase（増える）/decrease（減

る）/ intercept（切片）/ slope（傾き） 

・2 つの対象を比較したときの大小関係

を説明する際の表現 

～ is more eco-friendly than … / 
～ is not as expensive as … / 
less ～ than …                                            

学
習
の
た
め
の
言
語 

・作ったグラフが示すことを説明する際

に使う表現 

～ in this graph means (that) … 
・省エネだと説明する際に使う表現 

Because /so / That’s why / Look at ～.  

学
習
を
通
し
て
の
言
語 

・説明する際の談話的な表現 

Look at this graph. （Look! This is ～.）/ 
 I have two reasons.  
・ALT のレスポンス 

I understand. / It (That) makes sense. / 
Interesting. /Ah, I see. 

表 2 授業と 3つの言語の関連 
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③ Cognition（思考） 

3 時間の実践で生徒はワークシートを 2 枚用

いた。1 枚目ではエアコンの使用時間を𝑥𝑥時間，

使った電気の量の和を𝑦𝑦kWh（キロワット時）と

して 1 次関数とみなし，そのグラフをかいた。

続く 2 枚目で，図 1 の思考の段階を考慮して次

の順序で問うた。｛ ｝内は関連させた思考段階

である。 

(i) 26℃設定のほうが 20℃設定より「省エネ（エ

コ）」だとわかるグラフの読み取り方と，日常の

場面に戻したときの意味を記してみよう。 

｛理解（解釈，説明，要約，例示，比較）｝ 

(ii) 自分の考えや意見を述べるときに使える

表現は，教科書のどの単元(Program）で，どんな

表現，意味だっただろうか。調べて記してみよう。 

｛記憶（暗記，再生）｝ 

(iii) ALT の先生に，SDGｓの取り組みについて

伝えます。そこで，エアコンを使うときの設定温

度が20℃より26℃のほうがエコである説明をす

るために，(i)，(ii)を参考にしてまずは文を自由

に作ってみよう。 

｛応用（適用，活用，実践）｝ 

(iv) (iii)で自由に作った英文をもとに，20℃よ

り 26℃のほうがエコであることを伝える原稿を

次の文に続くように作ろう。 

 When it’s hot, we use AC and set the temperature of 
A.C at 26℃ for SDGs. I will tell you some reasons. 
｛創造（計画，創出）｝ 

(v) ペアの人はどんなことを言っていただろ

うか。自由に記してみよう。 

｛評価（判断，批判，批評）｝ 

以降，これらの問題番号を下記のように示す。 

例）シート(i）（→上記の(i)の問い） 

④ Community / Culture（協学） 

協働学習としてペア・グループ活動を設定し

た。ALT に説明する原稿づくりや説明の練習を

目的とした。図 2 の Classroom では筆者と実習校

の教師，生徒，School では ALT が関連する。 

 
5 エアコンの電源を入れてから設定温度まで室温を上げ

2-2．．授授業業のの実実際際 
((11)) CLIL1時時間間目目（（時時間間割割上上はは英英語語科科））  

① 本時の目標 
日常の事象に関わる 2 つの数量の関係を 1 次

関数とみなし，その変化と対応の特徴を見いだ

してグラフに表すことができる。 
② 本時の主な展開 
まず，20℃設定と 26℃設定では後者のほうが

省エネだが，具体差はわからないことから，行い

たい活動の確認を英語科として行った。ここか

らは数学科として展開した。初めにワークシー

トを配布し，0.2 時間あたりの消費電力量の表

（Microsoft Copilot で作成）を 20℃設定と 26℃
設定で別々に表示した。（図 3） 

図 3 授業で見せた消費電力量の表 

次に，図 3 の読み取り方，安定運転5になるま

での時間を全体で確認した。その後，生徒はエア

コンを使った時間を𝑥𝑥時間，使った電気の量の和

を𝑦𝑦kWh としたときの𝑥𝑥と𝑦𝑦の関係を，1 次関数の

表とグラフでワークシートに表現することを自

力解決した。グラフの目盛りを予め設定してい

なかったため，手が付かない生徒が多かった。そ

の生徒への手立てとして，1 目盛りで 0.2 時間，

0.5kWh を表すように指示した。グラフが正しく

かかれていれば，20℃設定の場合，原点を通り傾

きが 3.4 のグラフと傾き 1.2 のグラフが𝑥𝑥 = 1.2
で交わり，1 本の屈折したグラフになる。26℃設

定の場合，原点を通り傾きが 3.0 のグラフと傾き

1.1 のグラフが𝑥𝑥 = 0.8で交わり，1 本の屈折した

グラフになる。この 2 本の屈折グラフは原点以

外で交わることはない。全体共有では時間の関

係上，グラフの確認を概形で終わらせてしまっ

たり下げたりする運転を「立ち上がり」，設定温度に達

した室温を維持する運転を「安定運転」という。 
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たが，2 本の屈折グラフが原点以外で交わらない

ことや，同じ𝑥𝑥の値に対する𝑦𝑦の値の差が広がる

ことの確認ができた。 

((22)) CLIL2時時間間目目（（時時間間割割上上はは数数学学科科）） 
① 本時の目標 

ALT に，学校で取り組んでいる省エネ対策に

ついて，その取り組みが省エネである根拠を述

べながら伝える準備を，前時のグラフを利用し

て行うことができる。 
② 本時の主な展開 

シート(i)から(iv)までを実施した。シート(i)は
数学科として実施し，シート(ii)から(iv)は英語科

として実施した。シート(iii)で英文が作れない場

合はシート(i)でわかりやすい言葉を考え直させ

た。シート(i)で多くの生徒が記述していた。生徒

の記述を以下に抜粋する。 
(ア) 20℃のグラフより 26℃のグラフのほうが𝑦𝑦

の値が少ない（小さい）。→26℃のほうが

消費する電力の量が少ない。 

(イ) 1 時間で，20℃→3.4。26℃→2.6。0.78kWh
の差 𝑦𝑦 = 1.2(𝑥𝑥 − 1.2) + 4.08 
26℃の式 𝑦𝑦 = 1.1(𝑥𝑥 − 0.8) + 2.4 

(ウ) 26℃と 20℃のグラフは交わらない。→差

はどんどん広がっていく。→26℃のほうが

省エネ。 

（イ）の生徒は，立ち上がりと安定運転を考慮し，

安定運転になってからの𝑦𝑦を𝑥𝑥の 1 次関数とみな

し，式に表している。式は正しかったものの，時

間の関係上，この式が正しいことまでは全体共

有ができなかった。 

((33)) CLIL3時時間間目目（（時時間間割割上上はは英英語語科科））  

① 本時の目標 

ALT に学校で取り組んでいる省エネ対策につ

いて，前時に扱った 1 次関数のグラフを省エネ

の根拠として伝えることができる。  
② 本時の主な展開 

初めに，ALT がエアコンを 20℃設定で使おう

とした場面を提示し，めあてを確認した。次に，

生徒は，前時で作った原稿をもとにペアで練習

または原稿の推敲をし，個別に ALT に説明した

い人は説明した。その後全体での発表で，1 人ま

たは 2 人ずつ ALT に説明した。続いて，中間指

導を行い，発表の内容や良かった点，改善できそ

うな点を全体で確認し，生徒は再び練習した。こ

のようにして，練習，発表，中間指導のサイクル

を 4 周し，8 人の生徒が全体で発表できた。 
指名の工夫として，ALT への説明が徐々に伝

わりやすくなっていることを，生徒自身が実感

できるような指名をしたことである。具体的に

は，「なんとか伝わりそうな生徒」から指名し，

最終的に「確実に伝わりそうな生徒」の順に発表

させた。これは前時と本時の原稿から判断した。 
1 人目に発表した生徒 O.K が用意していた文

は 1 文で，発表をするときにグラフを使わなか

った。グラフに正しく表せておらず，グラフを見

せることができる段階ではないと O.K 自身が判

断したからである。O.K は ALT に，2 つのグラ

フの傾きの違いを次のように伝えていた。 
                      
O.K：The slope of the graph 26℃ is smaller than at 

20℃. 
ALT：Celsius. So,（ホワイトボードにグラフの概

形をかいて推測するように） the slope of 
the graph at 26℃ is smaller than the slope of 
the graph at 20℃？ 

O.K：Yes. 
ALT：Ah, I see. Thank you very much. 
                                             

ALT は 26℃設定のグラフのほうが 20℃設定

より下側であることをホワイトボードに自らか

いて，O.K が伝えようとしていることを推測し

ており，何とか伝わっていた。 
全体の中間指導では，グラフが無くても何と

か伝わることが確認されたが，グラフがあれば

さらに伝わりやすくなることに対して多くの生

徒が頷いており，納得している様子が見られた。

次の練習中に O.K は筆者のところに来て，発表

の感想やグラフの必要性を話した。授業終了後，

１枚目のワークシートにはグラフが正しくかき

直されていた。CLIL2 時間目の（イ）の生徒は 2
人目として，表した 2 つの式を ALT に説明した。

ALT は「That makes sense.」と返答し，伝わった。 
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3 時間目終了後には，ほとんどの生徒が原稿を

書けていた。また，全体の 3 分の 1 の生徒がグ

ラフを正しくかけていた。 
以上の実践を通して，生徒が数学的な根拠を

英語で説明する活動が成立した。 

3. 研研究究授授業業のの分分析析 
3-1．．今今回回のの教教材材がが良良きき CLIL のの教教材材ととななっったたかか 
池田の提示する「良き CLIL 教材の基準」に則

って分析していく。良き CLIL 教材の基準とは，

下記の 10 項目である。 
((11)) 内内容容提提示示にに関関すするる基基準準  

① 内容と言語の両面において，豊かなインプッ

トを与えているか？ 

② 実際の生活で使われているオーセンティッ

クな素材を利用しているか？ 

③ 文字，イラスト，図，表，映像などの様々な

メディアを組み合わせているか？ 

((22)) 学学習習活活動動にに関関すするる基基準準  

④ 内容と言語の両面において，学習を助ける足

場が組まれているか？ 

⑤ 低次（暗記・理解・応用）と高次（分析・評

価・創造）の思考力を組み合わせているか？ 

⑥ 効率よく自律的に学ぶための学習スキル指

導を取り入れているか？ 

⑦ 生徒同士がインタラクションを通して学び

合う協同学習を重視しているか？ 

⑧ 学習した知識や技能を活用するためのアウ

トプット活動が組み込まれているか？ 

((33)) そそのの他他のの基基準準  

⑨ 内容，言語，学習活動と異文化理解をリンク

させているか？ 

⑩ 使いやすく，やる気を起こさせる洗練された

デザインとなっているか？ 

基準に達していれば〇，そうでなければ×を，

根拠を含めて示した（表 3）。3 つの大枠から少

なくとも 1 つ基準に達していること，加えて全

10 項目のうち 7 項目が〇であることから，良き

CLIL教材といえる。 

 
6 井上朋子(2010)「図画工作科と音楽科における合科的

な指導の類型化とその可能性」，日本教科内容学会誌第

11 巻. 

表 3 良き CLIL教材の基準 

3-2．．今今回回のの実実践践がが教教科科横横断断型型授授業業ににななっったたかか 
井上6と二橋7は教科横断型授業のうち，合科的

な指導を次のように整理している。 
((11)) 教教科科型型合合科科的的指指導導  

① 教科関連型合科的指導 

(i) 教科 A に教科 B を関連付ける合科的指導(→

B to A 型合科的指導と称すこととする) 

(ii) 教科Bに教科Aを関連付ける合科的指導(→

A to B 型合科的指導と称すこととする) 

(iii) 両教科を相互に関連付ける合科的指導 

② 教科融合型合科的指導 

③ 教科総合型合科的指導 

((22)) 生生活活課課題題型型合合科科的的指指導導  

数学科を教科 A，英語科を教科 B とすると，

今回の実践は，1 次関数のグラフを英語で説明す

ることに利用したため，A to B 型合科的指導に

7 二橋拓哉(2024)「教科等横断型授業に関する諸概念と

実践の整理」，樟蔭教職研究第 8 巻. 

① × インプットには焦点を当てていない

ため，豊かさが担保できなかった。 

② × 数学の専門語句が含まれているた

め，オーセンティシティ（発話の本

物性）に欠ける。 

③ 〇 1 次関数のグラフの利用や，学習の

言語をスライドで示した。 

④ 〇 説明練習，実践，中間指導のサイク

ルを 4 周したこと。だんだん説明が

伝わりやすくなると実感できる指名

をした。 

⑤ 〇 2 枚目のワークシートで，低次思考

から高次思考の順で問うた。 

⑥ 〇 ④に同じ。 

⑦ 〇 ペア・グループ活動として，ALT に

説明する準備，練習ができている。 

⑧ 〇 1 次関数，比較級を用いたアウトプ

ット活動を行った。 

⑨ × 異文化理解をリンクできていない。 

⑩ 〇 ④に同じ。 
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該当する。 

3-3. 双双方方のの教教科科にに対対すするる相相乗乗効効果果ははああっったたかか 
((11)) 生生徒徒ののワワーーククシシーートトかからら  

① 数学科 

グラフが正しく表せていた生徒を「正答群」，

20℃設定のグラフのほうが上にあるようにかけ

た生徒を「理解群」と分類した。1 時間目終了後

に，正答群は 22 人中 8 人，理解群は 22 人中 12
人だった。3 時間の実践後には，正答群は 28 人

中 10 人，理解群は 28 人中 15 人になった。人数

の割合はあまり変わっていない。しかし，正答群

や理解群の人数の増加から，2 時間目以降の英語

での説明のために何とかグラフを作り，グラフ

から読み取れることを考えようとしたことが示

される。したがって，CLIL の３時間の実践で１

次関数のグラフを利用し続けたことは，数学科

にとって有効だったことが確認できる。 

② 英語科 

実習校の英語科教師 2 名と ALT のご協力を経

て，生徒が書いた原稿の正確性を分析した。 

(i) 正確で伝わる原稿 

25 人中 10 人が該当する。1 人の原稿例を次に

示す。 

例）Look, this is linear function graph. I think that A.C 
setting at 26℃ is more eco-friendly. Because a slope 
at 26℃ is smaller than a slope at 20℃. So, the amount 
of electricity A.C setting at 26℃ is smaller than 20℃. 

20℃設定より 26℃設定のグラフのほうが，傾

きが小さいことから，使う電気量は，26℃設定の

ほうが小さいことにつなげ，26℃設定のほうが

省エネであることを説明できている。 
(ii) ローカルエラー（意味は伝わる）の原稿 
25人中 9人が該当する。1人の原稿例を示す。 

例）The amount of electricity _ A.C setting at 26℃ _ 
less than 20℃. 

2つの_にそれぞれby using, isが必要であるが，

26℃設定のほうが 20℃設定より電気量が少ない

ことが伝わる。 
(iii) グローバルエラー（伝わらない）の原稿 
25人中 6人が該当する。1人の原稿例を示す。 

例）The amount of A.C setting at 26℃ electricity is 

smaller than the amount of electricity. 
than 以下に比べる対象が書かれていないため，

26℃設定の電気量が何より小さいのかが伝わら

ない。 
以上から，過半数の生徒が比較級を用いたア

ウトプット（書くこと）ができている。また，こ

の原稿をもとに ALT に説明していることから，

話すアウトプット活動にもつながっていること

が示される。 
((22)) 生生徒徒のの振振りり返返りりシシーートトかからら  

授業に参加した生徒のうち，提出した 29 人全

員が意欲的なコメントを記述した。そのなかで，

①から⑤のことが示された。 

① 数学の振り返りの幅が広がったこと 

生徒の振り返りに，「1 次関数は表→グラフ，

表→式になることがわかった。英語がとても難

しかった。」と記述されていた。これは，1 次関

数の表，式，グラフが関連付けられた姿である。

問題が解けた，1 次関数が利用できたという感想

ではなく，1 次関数をどのように利用して問題解

決したのかを記せている。 

② 生徒の英語の説明力が向上したこと 

生徒の振り返りに，「授業でつくったグラフを

つかったりして，英語で説明文を作ることがで

きてよかった。英語で説明するにはグラフが大

切で，数学と英語がつながって不思議だったけ

ど，たのしかった！！」，「言葉よりも表，式，グ

ラフを使った方が伝わるし，自分的にもわかり

やすい！！」，「数学と英語を一緒にやるのはす

ごく難しかったけどグラフや表を使うことで相

手に伝わりやすいとわかった。」と記述されてい

た。英語だけで説明すると限界があるが，数学の

グラフを説明に利用することの有用性を記して

いる。これは，説明力が向上した姿である。 

③ 学びへ向かう姿勢が向上したこと 

生徒の振り返りに，「友達から教えてもらった

ことを少しだけ自分なりにアレンジして U（ALT
のイニシャル）先生に伝えることができた。他の

人の着目点を知れた。」と記述されていた。自分

で原稿を作成して終わりではなく，他の生徒の

考えを参考にしてブラッシュアップしたことを

記している。これは，主体的に学びに向かう姿勢
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が向上した姿である。 

④ 数学科と英語科の関連性が高まったこと 

生徒の振り返りに，「1 次関数は国境を越え

る。」，「数学も英語もつながってるんだと思っ

た。」と記述されていた。1 次関数は数学の教科

書のなかで完結するものではなく，英語母語話

者の ALT にも伝わり，英語のコミュニケーショ

ンツールの 1 つになることが暗示されている。

これは，数学科と英語科のつながりを実感して

いる姿である。 

⑤ 学習の難易度が上昇したこと 

「英語がとても難しかった」という記述をは

じめ，5 人の生徒が授業の振り返りを記述する際，

「難しい」という言葉を用いていた。したがって，

生徒にとって学習の難易度が普段より上がって

いたことが読み取れる。 

以上より，学習の負荷は高まったものの，数学

科と英語科を往還しながら取り組むことで，双

方の教科において理解や表現が促進され，教科

横断による相乗効果が見られたといえる。 

4．．実実践践のの成成果果とと今今後後のの課課題題 
本研究は，数学（特に 1 次関数）と英語（特に

比較級）に対して，CLIL を用いた教科横断型授

業（A to B 型合科的指導）の効果を検証すること

が目的であった。数学のグラフで表現したもの

を英語の説明活動に統合することで，両教科の

学習を相互に補完しうることを示した点に意義

がある。主要な成果として，次の 3 点として整

理することができる。 

[成果 1] 従来どおり数学科と英語科で 2 つの

題材で別々に実践をするのではなく，エアコン

（冷房）の 20℃設定と 26℃設定の比較をすると

いう 1 つの題材で両教科の指導をすることで，

数学科と英語科の関連性が向上したこと 

[成果 2] 事象の変化の様子を視覚的に把握し

やすくなるといったグラフのよさやグラフの必

要性を，英語母語話者に英語で説明する活動を

通して気づくことができたこと 

[成果 3] 1 次関数のグラフが省エネの根拠に

なることで，中学校第 2 学年段階の英語で，英

語母語話者に説明する際の説得力不足が補強さ

れたこと 

一方で，課題もいくつか残された。次の 3 点

に整理することができる。 
[課題 1] 授業で使用する語彙が難しすぎると，

生徒の学習の負担が大きくなりすぎる可能性が

あるため，足場かけをより丁寧に行うことで学

習の負荷を適切に調整すること 

 [課題 2] 実践校の英語科教師による授業中の

補助を含む CLIL の実践であったことから，筆者

1 人での授業の再現性が低く，数学科教師と英語

科教師の 2 人が必要であること 

 [課題 3] 日常の事象の 2 つの数量の関係を 1
次関数とみなしたときのグラフを正しくかける

ような手立てをし，グラフを正しくかけるよう

にすること 
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